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博士論文の要旨 
 

 本論文では、表面プラズモン共鳴法を用いたバイオセンサの作製を行い、電気化学測定

法と組み合わせたセンシング手法の検討を行った。まず、酸化グラフェンと導電性高分子

薄膜を用いることで、電気化学－表面プラズモン共鳴バイオセンサの感度向上に関する評

価を行った結果、電気化学的な制御により表面プラズモン光信号検出の高感度化が可能と

なることが分かった。 
 次に、簡便なバイオセンサの構築を目指して透過型表面プラズモン共鳴法も用いたバイ

オセンサの検討を行った。その結果、簡便なシステムにおいても、通常の表面プラズモン共

鳴法に相当するレベルでの検出を行うことが可能となった。 
 最後に、金微粒子を用いたクレアチニン検出システムの検討を行った。その結果、クレア

チニンと金微粒子の凝集により、クレアチニンの濃度変化による局在プラズモンピークの

大きな変化が観測された。 
 以上のことより、本研究は電気化学－表面プラズモン共鳴現象に関する基礎的・学術的

な重要性のみならず、電気化学－表面プラズモン共鳴法を基にした高感度で簡便な新たな

バイオセンシングシステムが可能となっており、実用的にも有効であることが示された。 
 

 

  
審査結果の要旨 
 

 本論文では、表面プラズモン共鳴法を用いたバイオセンサの作製を行い、電気化学測定

法と組み合わせたセンシング手法の検討を行っている。酸化グラフェンと導電性高分子薄

膜を用いることで、電気化学－表面プラズモン共鳴バイオセンサの感度向上に関する評価

を行った結果、電気化学的な制御により表面プラズモン光信号検出の高感度化が可能とな

ることが分かっている。 
 また、簡便なバイオセンサの構築を目指して透過型表面プラズモン共鳴法も用いたバイ

オセンサの検討を行っている。その結果、簡便なシステムにおいても、通常の表面プラズモ

ン共鳴法に相当するレベルでの検出を行うことが可能となった。 
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  さらに、金微粒子を用いたクレアチニン検出システムの検討を行っている。その結果、ク

レアチニンと金微粒子の凝集により、クレアチニンの濃度変化による局在プラズモンピー

クの大きな変化が観測されており、高感度なセンサの可能性が示唆されている。 
 本研究は、電気化学－表面プラズモン共鳴現象に関する基礎的・学術的な寄与のみなら

ず、高感度で簡便な新たなバイオセンシングシステムへの応用においても価値あるものと

評価できる。本論文の研究成果は、権威のある学術雑誌に複数掲載されていることなどか

ら、研究水準も十分であると判断する。 
 よって、本論文は博士（工学）の博士論文として十分であると認定した。 
 

 

 


